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　2012年3月、ウルグアイのモンテビデオで行われた米州開発銀行
（IDB）※1年次総会にて、「中米・カリブ地域における再生可能エネル
ギー及び省エネルギー分野向け協調融資（CORE※2スキーム）」の実
施枠組みが締結されました。これは､中米・カリブ地域の８か国を対象
として､IDBとの協調融資により5年間で3億ドル相当の円借款を供与
する枠組みです。
　その実施枠組みでの第1号案件として､日本政府がIDBとの協調融
資により実施するのが､ニカラグアの「持続可能な電化及び再生可能
エネルギー促進計画」（供与限度額：14億9,600万円）です。ニカラグ
アは、火力発電への依存度が約77％と高く、地方農村部の電化率が
約30％と極めて低い水準にあります。小水力発電所※3建設などの再
生可能エネルギーの開発を通じて、電源を多様化したり、地方の電化
を進めることなどは、電力分野での課題であり、この計画がその解決に貢献するものと期待されています。
　コスタリカの「グアナカステ地熱開発セクターローン」は、COREスキーム実施枠組みに基づく第2号案件です。2013年
11月、日本政府とコスタリカ政府との間で560億8,600万円を限度額とする円借款の交換公文（国と国との約束）が締結さ
れました。これを受け､コスタリカ北西部に位置するグアナカステ県に複数の地熱発電所を建設し、再生可能エネルギーによ
る電力供給を増強します。この事業を通じて気候変動による影響の緩和を図り、コスタリカの持続的な発展に貢献すること
ができます。
　ニカラグアとコスタリカの2案件に加え､さらに多くの支援ができるよう、2014年3月に､ブラジルのコスタ・ド・サウイペで
開催されたIDB年次総会にて、日本はIDBと「COREスキーム」を改訂する覚書および実施合意書に署名しました。この新た
な合意により､円借款の供与目標額は10億ドルに増額され､対象国も19か国となり､IDBとの協調融資の枠組みが拡大しま
した。日本は､この枠組みも活用し､中米・カリブ地域における環境に配慮した電力事情改善を、引き続き、支援していきます。

※1　	IDB：Inter-American	Development	Bank
※2　CORE：Cofinancing	for	Renewable	Energy	and	Energy	Efficiency
※3　	一般的な水力発電は、発電所から比較的遠方にダムを建設して、その間の水位差による水圧と流れで、水車（タービン）を回転して発電する。小水力発電も水の流れで

水車を回して発電する原理は同じものの、ダムのような大規模な構造物を必要としない点が特長（構造物を作る場合でも規模は小さい）。	 	 	
（小水力発電情報サイト（環境省）より　http://www.env.go.jp/earth/ondanka/shg/page02.html）

コスタリカの「グアナカステ地熱開発セクターローン－ラス・パイラ
スII」で噴気試験の様子（写真：JICA）

持続可能な電化及び再生可能エネルギー促進計画（2013年～実施中）
グアナカステ地熱開発セクターローン（2013年～実施中）
有償資金協力

ニカラグア
コスタリカ

　西アフリカのコートジボワールでは、かつて国土の6割を占めていた森林が、開発や過剰な商業伐採、違法伐採などにより
急速に減少し、2010年には、国土の約3割までに減少しました。その上、2002年、内戦が国家を二分する状況の下で、多数の
国内避難民が森林地域へ侵入し、燃料用等に多くの木々を伐採したことから、森林の荒廃がさらに進みました。
　このため日本は、コートジボワールにおいて活動実績のある国際熱帯木材機関（ＩＴＴＯ）※1と協力して、森林の再生に取り組
んでいます。この事業には、樹木と農作物を同時に植栽するアグロフォレストリー方式を導入しています。伐採後の荒廃した土
地に苗木とともに芋や野菜などを植え、樹木を育成している間も農作物の収穫を通じて地域住民の生計向上を図るというも
のです。同時に住民参加の苗木生産を行うことで技術の向上を図り、持
続可能な森林経営に関して能力強化を支援します。
　この事業の実施により、東京ドーム430個分に当たる約2,000ヘク
タールの荒廃した森林の修復と再生を目指します。また、同国内の約14
万ヘクタールの森林の保全に努め、これ以上の荒廃を抑制します。ほか
にも、森林修復、再生のための技術や経験が同国の環境・水・森林省や
森林開発庁に蓄積されるので、荒廃した森林対策と持続可能な森林経
営が全国的に展開されることが期待されています。（2014年8月時点）

※1　ITTO：International	Tropical	Timber	Organization

荒廃した森林の様子（住民による現地確認）（写真：ITTO）

コミュニティ参加型森林回復計画（国際熱帯木材機関（ＩＴＴＯ）連携）
無償資金協力（2013年6月～実施中）コートジボワール




